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＜連絡事項＞
・売店利用時には、作業療法参加中の患者様は売店に誘導せず、買い物は代行で行って下さい。
＜患者様連絡事項＞
・居室変更
　角濱　義弘様　　403号室→406号室
　高橋　伸治様　　406号室→403号室

・木村　正子様～家族から面談希望あり4/14（火）11：00～の指示あり。家族連絡済み。

・蕨　真理様～4/11より常食へ変更
・成田　富士子様～カリーユニ点眼液2本、アピドラ注ソロスター1キッド、ランタス注ソロスター1キッド処方。

・織笠　健太郎様～診察時に寒気の訴えあり。本日夕から葛根湯3P　3×毎食前　4日分処方。

＜要注目患者様＞
・柿木　真吾様～深夜交代時から、排泄や被害的な訴えを繰り返し不眠で経過。
朝食時には脱力を訴えホールにしゃがみ込む様子はあるが、介入にてレストランへ行き摂取出来ている。午前中、「話をしたいです」と希望するが、表情の強張り見られている。「昨日はいつも以上に身体が動かなくて、歩くのもやっとだったんです。何回も倒れて・・・」と自身の体調について不安を訴える。身体の動きづらさやふらつき、排泄が思うように無い等、不安に思っていることを自由に訴えて頂き、傾聴する事で徐々に表情に笑顔見られる。「今日の診察で先生にも相談してみる。北病棟で続けたいって思っているから」と話す。以後は倒れ込む様子はなく移動出来ており、日課の促しにも否定的な発言は聞かれない。引き続き精神症状観察しながら訴えを傾聴し、事故の無いよう対応していきます。
・小笠原　文人様～奇異行動見られるが、スタッフ介入にて他者トラブルはない。ホール移動時には、洗面器を掲げもつ事や休にしゃがむ様子見られる為、行動について指摘は要している。夜間に電気をつけたり私物弄りをする様子があり、同室者から苦情が聞かれて居る事もあり居室変更行っている。
・鈴木　知子様～「我慢していい子でいたけどやめる」と訴え、他者への言葉使いや、他者が交流を持っている際に自分に視線を向けて来る事への不満を訴える。我慢をしすぎなくて良い事を説明し、嫌な相手との距離の取り方や、交流を持つ相手についてスタッフと話し合っている。
・原　吉郎様～朝食のみハーフ食としているが、メイバランスミニは甘すぎて飲みたくないと拒否的。1口でやめてしまう様子が続いて見られる。本人へ摂取する順番を変えて、メイバランスミニを先に全て飲むよう伝えている。摂取状況を見ながら、再度栄養と検討していく。
＜田名部Drケース・診察情報＞
・木村　正子様～4月3日に療養環境変更目的にて西病棟から北病棟に移動しているが、その後も夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも糖尿病関連症状もなく安定している。精神症状面でも精神病陽性症状は目立たない。やや手指の振顫があるため、今後はレキサルティ単剤での薬物治療が良いと思われる。リスペリドン（2）1T→（1）1Tへ減薬。家族から退院に向けての面談希望あり、4/14（火）11：00から実施の指示あり、家族へ連絡している。
・蕨　真理様～4月2日に療養環境変更目的にて西病棟から北病棟に移動しているが、その後も夜間の睡眠はとれていて食事摂取も出きている。西病棟にいた時期の外泊を行った前後であると思われるが、薬を飲まずにため込んでいることが明らかになっている。現在はスタッフが確認して行えているが、今後の治療継続を考えた際に、デポ剤併用が有効であると思われる。ハロマンス導入を本人へ説明しているが拒否見られる為、処方は同内容にて継続。4/11朝から常食へ変更。
・鈴木　知子様～最近の様子としても特に変わりはなく経過している。夜間の睡眠は殆どの日はとれていて食事摂取も出きている。身体面では血液データ上、ＤＭの悪化もない。普段は、これまで通りに作業療法に参加している。周囲に、特に男性の患者がいなければ、幻聴や被害念慮もなく精神状態も落ちついていると思われる。退院後のデイケア利用はソレイユを希望されており、退院前に1度体験利用を行いたいと希望。
・尾嵜　マリ子様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過している。夜間の睡眠は、前回診察後から、不眠傾向があることを受けてフルニトラゼパムに変更しているが、改善はしているようである。日中は之まで通りに、作業療法に参加していて認知機能訓練課題などに取組めている。精神症状面では特に、被害妄想や敵意などの陽性症状はみられない。排便コントロールの為下剤調整しており、センノシド2Tへ減薬。睡眠については、頓服を使用してコントロールするよう説明。

・成田　富士子様～身体面では低血糖を訴えることは少なくなっている。夜間の睡眠はとれて食事摂取もできている。普段は之まで通りに作業療法に参加しているが、他患者との交流は少なく、一人で取り組んでいることが多いようである。診察の際は、やはり対人的に神経質に考えてしまうことがあることが分かるが、以前ほど情緒を乱されることがなく、距離を適当にとれている印象である。
・高橋　義明様～最近の様子としては特に変わりはなく経過している。夜間の睡眠も以前よりは中途覚醒もなくとれていて食事摂取も出きている。身体面では頸部ジストニアもほとんど見られないと思われる。精神症状面では、幻聴は「減ってます」というが、独語はまだ小さくはなったがみられている。行動面での逸脱は少なくなっている。
・柿木　真吾様～排尿が少しでも見られないと不安を強めて、スタッフに訴えては床に倒れるようにしたりと行動化もみられているところである。他人の言動を被害的に受け止める傾向がまた強くなったと思われる。明日からの処方は、再びアリピプラゾールを追加していく。本日の診察時も執拗に排尿に関して話してきているが、説明には最後には了承している。
・齊藤　光枝様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取も時間をかけてできている。身体面でも、歩行器を使用して移動が無事に行えている。精神症状面でも見当識障害はなく、自身が入院してちょうど2年になる、など的確に話している。ただ、やはり」現実検討力は低めであって、今も三重県の夫の家に過ごしていける状態と考えていることが窺える。
・松川　久雄様～普段は、これまで通りに作業療法に参加はしていて認知機能訓練課題に取り組んでいるが、今でも目立った認知機能低下はなく、感情面でも安定している。アルコール渇望感もみられない。
・高橋　伸治様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では、やはり失調性歩行や上肢の過伸展等が見られているが、悪化はなく日常生活も送られている。作業療法にも参加は続けていて、精神症状面でも感情鈍麻や思考の貧困はあるが、陽性症状はみられないでそれなりに穏やかである。
・織笠　健太郎様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過していて、夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では特に不調はないが、寒気があるということで葛根湯を処方する。「ウイルス」については気になることはないと話している。作業療法では、現在も漢字の書写を意欲的に行っている。寒気の訴えがあり、本日夕から葛根湯3P　3×毎食前　4日分処方。

・飯豊　信雄様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも不調の訴えはない。普段は之まで通りに作業療法に参加して計算問題に集中して取り組めている。精神症状面では、幻聴に関しても、機械音はあるかもしれないが、人の声は少なくとも生じないようである。逸脱行動もなく過ごしている。
